
あ い つ の 一 言

―中心発問で「心のノート」を活用した取組み―

広い心 〔２－（５ 〕 関連項目〔４－（５ 〕(1) 主題名 ） ）

それぞれの個性や立場を尊重し，他の人の考え方や生き方から謙虚に学ぼうと(2) ねらい

する態度を育てる。

「あいつの一言」(3) 資料名

(4) 授業の展開例

学 習 活 動 主な発問と生徒の心の動き 留 意 点

１ これまでの体 ○この間の奉仕活動は，しんどいなと ○奉仕活動や清掃活動等での労

導 験を振り返る。 思えるくらい頑張れたかな。 働の大変さを思い起こし，資

入 ・けっこうきつかった 料への関与を円滑にさせる。

・しんどいほど頑張ってないかも

２ 資料から登場 ○健太と渡辺はそれぞれ清掃活動にど ○資料の内容から二人の性格を

人物の心情の変 のように取り組んでいましたか。 考えさせ，それぞれの個性を

化を読みとる。 ・ 健太 仕方なく参加したので，活 理解することができるように< >

動に積極的でなかった する。

展 ・ 渡辺 自ら進んで活動に参加し，< >

ていねいに作業していた

○「なんだよ。点数稼ぎかよ 」と言 ○健太の自分本位に考えてしま。

った健太はどんな気持ちだったので う心の弱さに気付かせる。

しょう。

・健太がマイナスイメージを持つ渡辺

開 だけが誉められて悔しい気持ち

○渡辺の言葉になぜ健太は顔を赤くし ○健太が渡辺の広い心を知り，

たのでしょう。 内省している様子をおさえ

・ひどいことを言った自分を許してく る。

れた渡辺の心の広さを知ったから

３ 心のノート ◎人のよいところを素直に認めるのは ○自分とは違う考え方やものの「 」

， を参 なぜ難しいのでしょうか。 見方から学ぶことで自らを成P.56 P.57

考に，価値に迫 ・自分の方が上だと感じていたいから 長させられることを伝える。

る。 ・自分にゆとりがないから

４ 自らの行動を ○あなたは健太のように素直に人のい ○周囲から認められている人に

振り返る。 いところを認められなかったことは ではなく 「誰に対してもで，

ありませんか。 きるか」がポイントになる。

５ ものの見方， ○これからある絵について説明しま ○説明からイメージする内容を

考え方には違い す。その絵を描いてみてください。 簡単な線画に表す。

終 があることに気 ○周りの人と絵を見比べて見ましょ ○人にはそれぞれ違った立場や

付く。 う。 考え方がある。そして，他の

６ 心のノート ○この絵は何に見えますか。 人から謙虚に学ぶことは難し「 」

末 の絵を見な ・アヒル いことではあるが，よりよくP.54

がら，教師の話 ・うさぎ 生きるために大切であること

を聞く。 をおさえる。



「
あ
い
つ
の
一
言
」

夏
休
み
中
の
日
曜
日
。
八
月
も
後
半
に
入
り
、
ゆ
っ
く
り
休
め
る
日
は
あ
と
わ
ず
か
だ
。
空
を
見
あ
げ
れ
ば
、

ま
さ
し
く
晴
天
。
昨
日
は
曇
り
だ
っ
た
の
に
ど
う
し
て
今
日
に
限
っ
て
、
こ
ん
な
に
晴
れ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
。
健

太
は
じ
っ
と
し
て
い
て
も
噴
き
出
す
汗
に
苛
立
ち
を
覚
え
な
が
ら
、
グ
ラ
ン
ド
に
立
っ
て
い
た
。

「
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

」。

今
日
は
清
掃
活
動
の
日
だ
。
学
校
の
周
辺
の
草
刈
り
を
す
る
。
生
徒
た
ち
の
ほ
か
に
も
先
生
や
保
護
者
、
地
域
の

方
々
も
集
ま
っ
て
い
た
。

「
来
る
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た

」
こ
ん
な
思
い
が
健
太
の
頭
の
中
を
め
ぐ
り
始
め
た

「
佐
々
木
だ
っ
て
田
中
だ
っ

。

。

て
、
来
て
な
い
じ
ゃ
な
い
か

」。

昨
日
の
部
活
動
の
後
、
顧
問
の
先
生
か
ら
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
全
員
参
加
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
、

仕
方
な
く
参
加
し
て
い
た
健
太
に
は
、
日
曜
日
に
わ
ざ
わ
ざ
学
校
に
集
ま
っ
て
い
る
人
た
ち
が
ひ
ど
く
変
わ
っ
た

人
た
ち
の
よ
う
に
思
わ
れ
た

「
何
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
よ
。
あ
ー
あ
。
今
ご
ろ
あ
い
つ
ら
、
ゲ
ー
ム
で
も
し
て
い

。

る
ん
だ
ろ
う
な

」。

清
掃
活
動
が
始
ま
っ
た
。
学
校
の
周
り
に
は
実
に
多
く
の
雑
草
が
生
え
て
い
る
。
夏
の
日
差
し
が
照
り
つ
け
る

中
、
グ
ラ
ン
ド
や
花
壇
、
校
舎
の
周
り
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
た
場
所
の
草
を
取
り
始
め
た
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
校
舎
裏
の
斜
面
を
担
当
し
た
。
草
刈
り
機
を
使
わ
な
い
と
取
れ
な
い
よ
う
な
草
が
生

い
茂
っ
て
い
る
。
健
太
た
ち
の
仕
事
は
草
刈
り
機
で
刈
り
取
っ
た
草
を
か
ご
に
集
め
、
捨
て
る
と
い
う
も
の
だ
っ

た
。
単
純
な
作
業
だ
が
、
斜
面
で
の
作
業
は
大
変
だ
。
足
場
が
悪
く
、
高
い
場
所
で
の
作
業
。
草
は
嫌
に
な
る
ほ

ど
た
く
さ
ん
あ
る
。
運
ん
で
も
運
ん
で
も
、
次
の
草
が
上
か
ら
落
ち
て
く
る
。
た
っ
た
二
時
間
の
作
業
が
な
か
な

か
終
わ
ら
な
い

「
早
く
終
わ
ら
な
い
か
な
ぁ

」
健
太
が
そ
う
思
い
、
ふ
と
見
る
と
、
渡
辺
が
一
生
懸
命
、
作
業

。

。

を
し
て
い
た

「
渡
辺
の
や
つ
、
部
活
に
は
熱
心
で
な
い
く
せ
に
、
こ
う
い
う
作
業
で
は
張
り
切
っ
て
ら

」

。

。

渡
辺
は
ク
ラ
ス
で
あ
ま
り
目
立
つ
存
在
で
は
な
い
。
健
太
と
は
同
じ
ク
ラ
ス
だ
が
、
ほ
と
ん
ど
話
を
し
た
こ
と

が
な
く
、
お
互
い
あ
ま
り
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
こ
と
も
な
い
。
健
太
が
知
っ
て
い
る
こ
と
い
え
ば
、
未
提
出
者
リ

ス
ト
に
常
に
渡
辺
と
い
う
名
前
が
載
っ
て
い
る
こ
と
や
、
彼
が
授
業
中
に
指
名
さ
れ
る
と
い
つ
も
ど
ぎ
ま
ぎ
し
て

い
る
こ
と
く
ら
い
だ
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
だ
っ
て
、
自
分
の
方
が
ず
っ
と
上
手
だ
と
健
太
は
思
っ
て
い
る
。

「
渡
辺
君
は
え
ら
い
ね

」。

一
緒
に
草
を
集
め
て
い
た
隣
の
お
ば
さ
ん
が
言
っ
た
。
渡
辺
が
誉
め
ら
れ
る
な
ん
て
、
健
太
が
初
め
て
見
る
光

景
だ
。
渡
辺
の
作
業
は
て
い
ね
い
だ
と
言
う
の
だ
。
彼
は
草
刈
り
機
で
は
取
れ
な
か
っ
た
草
を
て
い
ね
い
に
抜
い

て
い
た
。
お
ば
さ
ん
に
誉
め
ら
れ
て
、
恥
ず
か
し
そ
う
に
は
に
か
む
渡
辺
の
姿
を
見
て
、
健
太
は
な
ぜ
か
腹
立
た

し
い
思
い
に
か
ら
れ
た

「
僕
だ
っ
て
働
い
て
い
る
よ
。
か
ご
を
運
ぶ
回
数
だ
っ
て
、
僕
よ
り
ち
ょ
っ
と
多
い
だ
け

。

じ
ゃ
な
い
か･

･
･

」。

健
太
は
予
定
の
時
間
が
来
る
と
、
す
ぐ
に
作
業
を
や
め
、
集
合
場
所
に
集
ま
っ
た
。
渡
辺
は
作
業
で
使
っ
た
か

。

。

ご
を
片
づ
け
て
か
ら
少
し
遅
れ
て
や
っ
て
き
た

み
ん
な
が
渡
辺
に
温
か
い
視
線
を
送
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
た

汗
だ
ら
け
に
な
っ
て
帰
っ
て
き
た
渡
辺
に
、
健
太
は
思
わ
ず
言
葉
を
投
げ
つ
け
た
。

「
な
ん
だ
よ
。
点
数
稼
ぎ
か
よ

」。

一
瞬
に
し
て
辺
り
の
和
や
か
な
雰
囲
気
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
が
健
太
に
も
分
か
っ
た
。
健
太
は
周
り
の
人

の
視
線
が
自
分
に
突
き
刺
さ
っ
て
く
る
の
を
感
じ
た
。
自
分
で
も
な
ぜ
そ
ん
な
言
葉
を
言
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
分

か
ら
な
か
っ
た
健
太
は
、
そ
の
場
か
ら
逃
げ
出
し
た
い
気
持
ち
に
か
ら
れ
た
。
み
ん
な
が
見
つ
め
る
中
、
渡
辺
は

一
瞬
と
ま
ど
っ
た
表
情
を
見
せ
た
が
、
泥
だ
ら
け
の
手
で
頭
を
か
き
な
が
ら
、
に
っ
こ
り
笑
っ
て
こ
う
言
っ
た
。

「
分
か
っ
ち
ゃ
っ
た
ぁ
。
何
点
取
れ
た
か
な

」。

渡
辺
の
健
太
を
気
遣
う
気
持
ち
が
伝
わ
り
、
健
太
は
自
分
の
顔
が
み
る
み
る
赤
く
な
っ
て
い
く
の
を
感
じ
た
。



活用に生かすための実践報告

◎ 「あいつの一言」

１ 主題の設定

人にはいろいろな立場があり，考え方が

あることを理解し，自分とは異なる考え方

から学ぶことは，よりよく生きていくため

に必要なことである。しかしながら自分と

異なる見方や考え方に出会うと，それを素

直に受け入れることは難しい。

本資料では清掃活動を通して，日頃気付

かなかった友だちのよさを素直に認められ

ない主人公の戸惑いを読み取り，自分の価

値基準だけで物事を判断したり，相容れな

い意見を受け入れないなど，自分の姿を振

り返らせることができる。

２学期以降の人間関係が固定化してくる

時期に，認め合い，学びあうことの大切さ

を考える機会として，この資料を活用でき

ると思われる。

相手の立場を考えず，自分本位に考えて

しまうことは誰にでもあることである。特

に自分の考えと違うものを排除しようとす

る傾向が見られる生徒にポイントをおいて

指導すると効果的である。

２ 指導過程の工夫

導入の際，体験活動を意識して，それぞ

れの体験を生かした資料への関与ができる

よう発問した。終末では，絵を描き，周り

の友達と比べてみるという活動を行った。

描いた絵を見比べる際には学級の雰囲気も

和らぎ，教師の説話をリラックスして聞け

るようになった。

清掃活動について扱った資料であるた

め，内容項目４－（５）の勤労の価値に流

れないように注意する必要を感じた。

資料においては「健太」が「渡辺」に対

して偏った見方しかできず，｢渡辺｣の頑張

りに苛立つ様子を押さえる必要がある。ま

た人にはよい面も悪い面もあることを伝

え，｢健太」＝｢悪 ，｢渡辺」＝ ｢善」とい」

う捉え方に終始しないように心がけたい。

３ 発問の工夫

｢何だよ。点数稼ぎかよ 」と言った健太。

の気持ちを考えさせる発問では，自分の中

にも健太のような心の弱さがあることも考

えさせたい。

中心発問では，心のノートを活用した。

特に，相手の言動にホッと心があたたまる

という の部分が資料内容とかかわりP.56

の深い部分であり，生徒の「気付き」への

支援となった。また 「人のよいところを，

素直に認められない人にアドバイスをする

としたら，どんなことを言ってあげます

か 」という補助発問を行うと，自分自身。

のことを考えにくい生徒も自分なりのアド

バイスを考えることができていた。

４ 生徒の反応（授業後の感想）

心のノートや絵を書く作業から，一人一

人に違った考え方があることを実感したと

いう感想が多かった。自分の勝手な固定観

念で人を見てはいけないという意見や他の

人の気持ちを考えられる広い心を持つ人間

になりたいという思いを持つ生徒もいた。

５ 実践者からの一言

実際にあった出来事を文章化したため，

生徒にとって身近なものとなりえているよ

うである。授業後，｢健太」や｢渡辺」との

類似点や相違点を友人同士で言い合う姿も

見受けられた。

（大野東中学校 片岡由美）


